
                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  
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須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 
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皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 
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０
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９
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０
／
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務
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と
し
て
今
回
、
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員
に
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。
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関
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で
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市
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２
市
の
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合
運
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市
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和
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が
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前
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ル
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成
し
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用
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ま
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ま
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向
が

あ
り
、
そ
れ
に
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炉
の
技
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も
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て
い
ま
す
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開
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か
ら
４
０
年
た
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て
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る

伊
豆
斎
場
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田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
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用
）
の

老
朽
化
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な
り
進
み
、
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え
が
検
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さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
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討
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重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 
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に
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９
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世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 
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と
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す
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９
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、
同
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度
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多
の
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者
を
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。
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の
人
気
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を
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今
後
も
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、
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に
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で
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方
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に
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東
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地
区
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ま
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成
１
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に
完
成
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斎
場
で
、
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の
あ
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つ
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に
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、
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最
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の
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の
使
用
に
よ
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無
煙
無
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徹
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て
い
ま
す
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市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
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は
、
昭
和
５
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年
に
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始
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が
、
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進
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め
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前
に
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ル
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が
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成
し
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用
が
始
ま
り

ま
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た
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特
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と
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て
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え
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こ
と
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、
エ
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ジ
ー
や
バ
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フ
リ
ー
に
配
慮
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て
い
る
こ
と

が
挙
げ
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れ
ま
す
。
住
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の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
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開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 
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設
立
を
見
守
り
ま
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利
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毎
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の
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に
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、
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体
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Ｏ
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。
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の
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学
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の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 
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と
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０
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９
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東
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近
の
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に
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て
、
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は
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５
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推
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、
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環
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に
よ
る
移
住

・
定
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を
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的
と
し
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協
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茂
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ふ
れ
あ
い
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会
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賀
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）
が
主
催
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ま
し

た
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の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 
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今
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に
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と
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す
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９
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、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
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多
の
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者
を
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の
人
気
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に
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で
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和
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徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 
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。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 
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郡
の
町
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会
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員
が
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て
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が
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。
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の
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井
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で
、
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に
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て
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で
す
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プ
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自
治
体
の

一
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手
な
と
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だ
と
思
い
ま

す
し
、
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わ
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働
」
の
ま
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に
つ
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て
自
治
体
の
手

法
は
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で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
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用
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の
必
要
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を
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と
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も
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う
に
思
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ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
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介
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変
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に
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た
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私
は
自
治
体
の
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ケ
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に
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て
質
問
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て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
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た
い
と
思
い
ま
す
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０
／
１
９
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半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
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・
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に
お
い
て
、
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半
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を
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１
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５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
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く
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し

・
環
境
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に
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・
定
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を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
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豆
半
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の
１
２
市
町
と
移
住
支
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団
体
等

が
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展
し
、
首
都
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を
中
心
と
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る
移
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希
望
者
が
９
１
組

・
１
５
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人
来
場
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る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
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参
加
者
は
フ
ァ
ミ
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層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
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る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
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る
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め
ま
す
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０
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で
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る

一
部
事
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と
し
て
今
回
、
斎
場
組
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に
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ま
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た
。
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の
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の
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斎
場
と
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、
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市
の
２
市
の
組
合
運
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に
よ
る
東
遠
地
区
聖
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に
視
察

に
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ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
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の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 
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会場は 150 席ほど用意されました
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た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  
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バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 



                      

  

   

 

自
治
体
の
プ
ロ
モ
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シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

 

賀
茂
郡
の
町
議
会
議
員
が
集
ま

っ
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
海
大
学
の
河
井
孝
仁
教

授
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
等
の
行
政
広
報
戦
略
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
自
治
体
の

一
番
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
し
、
い
わ
ゆ
る

「協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
治
体
の
手

法
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

他
市
町
の
事
例
も
紹
介
し
て
も
ら

い
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
自
治
体
の
ロ
ケ
誘
致
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

( 

１
０
／
１
９
） 

 

伊
豆
半
島
移
住
相
談
会 

 

東
京
駅
至
近
の
移
住

・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
「伊
豆
半

島 

移
住
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
賀
茂
地
域
１
市
５
町

と
地
域
の
推
進
団
体
、
県
の
く
ら

し

・
環
境
部
に
よ
る
移
住

・
定
住

を
目
的
と
し
た
協
議
会

「賀
茂
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会

（チ
ー
ム
賀
茂
）
が
主
催
し
ま
し

た
。 こ

の
相
談
会
で
は
、
伊
豆
半
島

の
１
２
市
町
と
移
住
支
援
団
体
等

が
出
展
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す

る
移
住
希
望
者
が
９
１
組

・
１
５

３
人
来
場
す
る
と
い
う
大
盛
況
に

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
り
、
同
会
場
に
お
け
る
今
年

度
最
多
の
入
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
の
人
気
ぶ
り
を
伺
え
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
東
伊
豆
に
住
ん
で
も
ら
え
る

方
が
増
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

( 

１
０
／
２
Ⅰ
） 

 

斎
場
組
合
の
視
察
研
修 

 

賀
茂
郡
で
構
成
す
る

一
部
事
務

組
合
議
員
と
し
て
今
回
、
斎
場
組

合
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
浜
松
市
の
浜
北
斎
場
と
、
菊

川
市
、
掛
川
市
の
２
市
の
組
合
運

営
に
よ
る
東
遠
地
区
聖
苑
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。 

浜
北
斎
場
は
平
成
１
８
年
３
月

に
完
成
し
た
斎
場
で
、
自
然
光
を

利
用
し
た
開
放
感
の
あ
る
つ
く
り

に
な
っ
て
い
て
、
火
葬
炉
は
最
新

の
排
煙
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
に
よ
り

無
煙
無
公
害
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。 

菊
川
市
西
方
に
あ
る
東
遠
地
区

聖
苑
は
、
昭
和
５
３
年
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
成
し
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

両
施
設
の
特
徴
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
火
葬
炉
の
技

術
も
進
化
し
て
い
ま
す
。 

開
設
か
ら
４
０
年
た
っ
て
い
る

伊
豆
斎
場

（下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町

・
南
伊
豆
町
で
運
用
）
の

老
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
良
い
方
向

へ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

（１
０
／
２
５
～
２
６
） 

 

白
田
で

「知
事
広
聴
」
開
催 

  

東
伊
豆
町
で
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
お
迎
え
し
知
事
広
聴

「平
太

さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
の
知
事
選
の
お
り
、
「近

い
う
ち
に
ま
た
東
伊
豆
町
に
来
る
」

「誠実・実行・こころざし！」   

＜文教厚生常任委員会＞ 須佐
す さ

まもる  

イソブキ便 り！ No.１９ 平成３０年１２月 １日発行 

須佐まもる後援会 〒413-0302 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本 1496-18 

Ｔｅｌ&Fax 0557-23-3501 / 080-3458-0925  E-mail：mamo@knossos.jp  

 

 

バックナンバーはホームページで！ 
  

 
皆さんやはり気になるのは仕事の

ことで、I・U ターンの窓口もあり、

ハローワークや県の旅館組合も来

て相談にのっていました。 

 
人はいずれ死するということを考

えると、斎場は行政の仕事としてこ

れほど尊い仕事はないと感じます。 

 

「 須 佐 ま

も る 後 援

会」で検索

しよう！ 

東伊豆町議会議員 



と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
知
事
た
っ
て
の
希
望
と
い

う
こ
と
で
地
域
３
回
目
の
広
聴
会

と
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
い
で
す
。 

 

東
伊
豆
町
と
河
津
町
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
町
民
が
３
名
ず
つ
選

抜
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
や

考
え
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

伊
豆
町
か
ら
は
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

西
塚
良
恵
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年

部
長
の
鈴
木
重
喜
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
荒
武
優
希
さ
ん
が

発
表
し
ま
し
た
。 

農
業
を
営
む
鈴
木
さ
ん
は
、
以

前
知
事
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み
か
ん

を
視
察
し
た
際
に

「農
芸
品
」
と

言
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、
「食
農

教
育
」
に
つ
い
て
持
論
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（１
１
／
２
８
） 

        誠実・実行・ココロザシ！  須佐まもる の 活動！ 

日 付    政 務 内 容 場 所  日 付    政 務 内 容 場 所 

8/6（月) サバイバルクッキング視察 保福センター 10/2～4 委員会 行政視察研修会 栃木・茨城・埼玉 

18（土) マックスバリュ募金活動 MV 稲取店 11～12 市町村アカデミー研修会 幕張 

23（木) 議会改革特別委員会視察 松崎町 19（金) 賀茂郡町議会議員研修会 河津町 

28（火） 議会全員協議会 役場  21（日） 伊豆半島移住相談会 東京 

29（水) 文教厚生常任委員会 役場 25～26 斎場組合視察研修 浜松市など 

31（金) 斎場組合議会 下田市  27．28 石曳道灌祭り、ヘルシーウォーク 熱川・奈良本 

9/1（土) 防災訓練 いきいきセンター  29（月) イズー白輪氏と意見交換 役場 

8（土） 戦没者戦災者合同慰霊祭 保福センター 11/3．4 功労者・有功者表彰／町民文化祭 稲取小学校 

10～27 ９月定例会 ※決算委員長就任 

詳しくは「議会だより」をご覧ください 

役場 8（木) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 〃 市民活動ワークショップ 下田 

15（土) 熱川中学校運動会  12（木) 文教厚生常任委員会 役場 

 17（月) 東洋大学酒井酒井俊幸関東講演会 プラザヴェルデ  18 (木) 健康福祉ふれあい広場 保福センター 

18（火) 議会改革特別委員会 役場  19（月) 議会全員協議会・議会改革 役場 

 21（金) 文教厚生常任委員会 役場  24（土) 青少年の主張 役場 

 25（火） 町内企業若者交流研修会 バナナワニ園  25（日) 友路学級 築城石講演会 役場 

28（金) 後援会議会報告会 クノッソス 27～28 川勝県知事 移動知事室 保福センター 

29（土） 敬老会 稲取小学校 29（木) 文教厚生常任委員会 役場 

☆今後の予定☆ 

12/10～12 議会定例会、12/3 区長との懇談会、12/4 連合伊豆地協定期大会、12/8 連合静岡東部ブロック議員団会議、 

 

廃
校
が
人
気
の
宿
泊
施
設
に 

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察

研
修
で
、
栃
木
県
塩
谷
町
の

「星
ふ

る
学
校 

く
ま
の
木
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
平
成
十

一
年
に
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
を
再
生
し
て
、
年
間
六

千
人
も
が
泊
ま
る
宿
泊
施
設
に
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
役
場
は

口
出
し
せ
ず
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
見
守
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
廃
校
の
利
活
用
は

そ
れ
ほ
ど
例
は
な
く
、
毎
月
の
よ
う

に
検
討
会
を
開
き
、
出
し
た
答
え
が

宿
泊
施
設
。
体
育
館
を
上
手
に
活
用

し
、
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

し
て
収
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
紹
介
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
仕
掛
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀
子
さ
ん

で
、
こ
の
地
に
惚
れ
込
ん
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
施
設
の
食
事
に
は
地

元
の
産
物
を
利
用
し
地
域
と
の
絆

も
し
っ
か
り
保
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
小
学
校
の
利
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
役
場
が
や

る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
廃
校
は
廃

墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ザ！ ココロザシ コラム！ 

須佐まもる後援会では皆さまからのご意見をお待ちしております。お気軽にお申し付けください。 Tel&Fax 23-3501 

 
会場は 150 席ほど用意されました

が、空席がやや目立ち少し残念でし

た。それでも一般の方からフェリー

就航やサテライトオフィスについ

て発言がありました。今後の政治課

題にします。 


